
 

 

 

 

 

２月２２日（木） 

友達との関係 

年度末を迎える頃となりました。 

こども同士が気心知れた間柄、いい雰囲気になっています。 

仲間意識も濃くなって、気の合う仲間と「一緒に」遊ぶ姿が 

多く見られるようになってきました。 

 

「一緒に」遊んでいると、必ず揉め事が生まれます。 

今の時期は、物の取り合いよりも感情のぶつけ合いが多い気がします。 

それは、自分の気持ちを表現する方法の一つとして 

ことばの存在が大きくなってきている表れなのでしょう。 

 

単にことばの力がついたという事ではなく 

自我が育ち、自分の世界に自信を持ち始めた姿だと思うのです。 

 

揉め事がなく最後まで楽しく遊ぶのは、とても難しい事。 

おとなが間に入りながらも、こどもたちは必ず解決方法を見出していきます。 

それは、きっと「一緒に」遊ぶ楽しさを十分に知っているからこそなのでしょうね！ 

今日はみんなで「みかんチーム」「ぎゅうにゅうチーム」に分かれて 

フルーツバスケットを楽しみました～ またやろうね！！ 


